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表紙　山田彩百合
（3年生）

タイトル：
イースト・サンセット

夕暮れ時の太陽は西（ウエス
ト）へ沈むものだが、東（イー
スト）高生の勉強、部活、行
事等で培った様々な知見と
能力をもって未来へ邁進し
続けるみずみずしく清新な
気鋭を表現したいと思い、
上記の題名を冠した。この
何気ない風景が、東高で学
び、競い、支え合うかけが
えのない仲間とともに過ご
した時間を懐古する一助と
なれば幸い。


